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来
年
度
の
国
保
予
算
確
保
に

向
け
た
行
動
が
本
格
的
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
七
月
十
一

日
、
来
年
度
の
国
の
予
算
に
私

た
ち
の
要
求
を
盛
り
込
ま
せ
る

た
め
、
仲
間
の
厳
し
い
仕
事
と

暮
ら
し
の
危
機
を
突
破
す
る
た

め
、「
全
建
総
連
七
・
一
一
予

算
要
求
・
生
活
危
機
突
破
中
央

総
決
起
大
会
」（
東
京
・
日
比

谷
公
園
大
音
楽
堂
）
に
は
全
国

か
ら
七
、
一
一
七
名
の
仲
間
が

集
結
し
、
建
設
長
崎
か
ら
も
代

表
三
名
（
相
川
副
委
員
長
・
舩

津
長
建
国
保
常
務
理
事
・
佐
藤

同
事
務
局
長
）
が
参
加
し
ま
し

た
。
冒
頭
、
全
建
総
連
伊
藤
中

央
執
行
委
員
長
が
「
昨
年
よ
り

大
変
厳
し
い
状
況
だ
。
ハ
ガ
キ

要
請
行
動
や
地
元
選
出
国
会
議

員
に
対
す
る
要
請
行
動
等
、
昨

年
以
上
の
取
り
組
み
が
重
要
だ
。

予
算
確
保
と
国
保
組
合
制
度
を

守
る
た
め
共
に
が
ん
ば
り
ま

し
ょ
う
。」
と
挨
拶
。
そ
の
後
、

各
政
党
代
表
か
ら
「
予
算
確
保

に
全
力
で
取
り
組
む
」
と
い
う

決
意
と
連
帯
の
挨
拶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
参
加
者
全
員
、
来

年
度
の
予
算
に
私
達
の
諸
要
求

を
盛
り
込
ま
せ
る
た
め
団
結
し

て
頑
張
る
こ
と
を
決
意
し
意
思

統
一
を
図
り
、
会
場
周
辺
へ
の

デ
モ
行
進
に
よ
り
建
設
国
保
の

育
成
強
化
を
訴
え
ま
し
た
。

ま
た
、
大
会
開
催
と
同
時
に

全
国
の
仲
間
の
代
表
で
結
成
さ

れ
た
交
渉
団
に
よ
る
厚
生
労
働

省
・
財
務
省
は
じ
め
関
係
省
庁

等
に
対
す
る
要
請
行
動
、
更
に

は
地
元
選
出
の
国
会
議
員
に
対

す
る
要
請
行
動
も
行
わ
れ
ま
し

た
。先

般
よ
り
皆
様
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
厚
生
労
働
省
に

対
す
る
国
保
予
算
要
求
ハ
ガ
キ

も
大
会
開
催
に
あ
わ
せ
て
七
月

十
一
日
ま
で
に
集
中
投
函
し
ま

し
た
。
こ
の
あ
と
、
七
月
三
十

一
日
に
は
西
日
本
、
八
月
に
は

東
日
本
の
仲
間
に
よ
る
建
設
国

保
の
特
別
助
成
の
満
額
確
保
を

求
め
る
予
算
要
求
中
央
行
動
、

地
元
選
出
国
会
議
員
に
対
す
る

要
請
行
動
も
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
も
建
設
不
況
を
打
開

し
仕
事
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、

そ
し
て
建
設
労
働
者
に
は
建
設

国
保
は
欠
か
せ
な
い
制
度
で
あ

る
こ
と
を
訴
え
な
が
ら
の
予
算

要
求
行
動
が
展
開
さ
れ
て
い
き

ま
す
。
全
国
の
仲
間
と
共
に
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。

各種作業主任者講習会のご案内
組
合
で
は
、
平
成
二
十
一
年

度
国
保
助
成
金
（
補
助
金
）
の

満
額
確
保
に
向
け
、
組
合
員
・

家
族
が
、
一
六
、
七
九
五
通
の

要
請
ハ
ガ
キ
を
集
約
。
特
に
佐

世
保
北
、
北
松
、
平
戸
の
三
支

部
が
目
標
の
二
・
五
倍
を
達
成

し
、
大
き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。

ハ
ガ
キ
要
請
は
組
合
員
と
家

族
の
声
を
直
接
伝
え
る
運
動
で

す
。
組
合
は
山
の
よ
う
に
届
い

た
ハ
ガ
キ
を
点
検
し
、
厚
生
労

働
省
へ
全
通
投
函
し
ま
し
た
。

今
回
の
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
に
、

ご
協
力
い
た
だ
い
た
組
合
員
・

ご
家
族
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

尚
、
国
は
来
年
度
の
社
会
保

障
関
係
予
算
に
つ
い
て
、
本
年

度
同
様
二
、
二
〇
〇
億
円
の
圧

縮
を
求
め
て
お
り
、
昨
年
以
上

に
厳
し
い
状
況
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
組
合
員
、
家
族
の
皆
様
に

は
年
末
の
予
算
決
定
に
向
け
て

更
に
力
強
い
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
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１部２０円 組合員の購読料は組合費に含みます

印刷●�昭和堂 TEL 095‐821‐1234

熱中症に注意�
予防のためにこまめな水分、
塩分の補給を心がけ、休憩
も十分に取りましょう。

足場組立作業主任者

平成２０年９月１８日�～１９�
９：００～１７：００（２日間とも）

受付時間 ８：３０より

建設長崎諫早支部
諫早市八天町２１－１１
TEL０９５７－２４－３８００

�足場の組立て、解体又は変更に関する作業
に３年以上従事した経験を有する者。

�学校教育法による大学、高等専門学校又は
高等学校において土木、建築又は造船に関
する学科を専攻して卒業した者で、その後
２年以上足場の組立て、解体又は変更に関
する作業に従事した経験を有するもの。

�その他労働大臣が定める者。

建設長崎組合員 ６，０００円
組合員以外 ８，０００円 ※テキスト代含

講習日５日前迄に各支部において受付。写
真２枚（サイズ２．５�×３．０�）専門学院で他
の作業主任資格を有し、主任者手帳のある者
は提出のこと。
※建設長崎で取得の手帳は提出の必要はありません。

区分

日

時

会

場

受
講
資
格

講
習
料

受
付
方
法

石 綿 作 業 主 任 者

平成２０年９月９日�～１０日	
９日�９：３０～１７：００
１０日	９：３０～１６：００

（受付時間 ９：００より）

県立諫早技能会館
諫早市宇都町２２－７６

�講習会申込書（支部で準備）
�写真 ２枚（３．５�×２．４�）
裏面に、氏名を記入のこと。

�受講料 ８，０００円 テキスト代 １，９００円
※組合員で、組合でのアスベスト特別教育を受講
した人は、テキスト代が９００円割引かれます。


締め切り 平成２０年８月２５日�
�定員 ８０名
（定員になり次第、締め切ります）
○注定員オーバーの場合、日程を調整のうえ再度講
習会を予定します。

申し込み、問い合わせは各支部事務所に
お願いします。

区分

日

時

会

場

受

講

申

込

平平
成成
二二
十十
一一
年年
度度
国国
保保
概概
算算
要要
求求
ハハ
ガガ
キキ
要要
請請

一
万
六
千
七
九
五
枚
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

生生
命命
とと
健健
康康
をを
守守
るる
たた
めめ

建建
設設
国国
保保
のの
育育
成成
強強
化化
をを
��

全全
建建
総総
連連
７７
・・
１１１１

国国
保保
予予
算算
要要
求求
・・

中中
央央
総総
決決
起起
大大
会会

※型枠支保工作業主任者講習会を平成２０年１０月２３日�～２４�で予定しています。
詳細については組合新聞８月号に掲載します。その他問い合わせについては各支部事務所へ。

7
ここれれ以以上上のの改改悪悪はは許許ささなないい
全全国国かからら７７，，１１１１７７人人のの仲仲間間がが集集結結��

集
ま
っ
た
ハ
ガ
キ
を

点
検
す
る

厚
生
労
働
省
職
員

▲厚生労働省保険局国保課神田課長らに要請する仲間たち

１ 毎月１回１５日発行 ２００８年（平成２０年）７月１５日発行建 設 長 崎第５１７号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）�



茅
原
副
会
長
が
勇
退

〈
平
成
二
十
年
度
三
役
〉

会

長

荒
木
恵
子（
諫
早
）

副
会
長

里

さ
つ
子（
東
長
崎
）

副
会
長

金
子
嘉
子（
佐
世
保
中
央
）
事
務
局
長

岡
崎
ア
イ
子（
西
彼
）

北村新部長

馬渡前部長

新
年
度
三
役
選
出
さ
れ
る

七
月
一
日
�
ウ
エ
ル
シ
テ
ィ

長
崎
に
お
い
て
主
婦
会
総
会
が
、

主
婦
会
員
百
名
・
本
部
四
役
書

記
局
含
め
総
勢
百
十
一
名
の
参

加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
岡
崎
副
会
長
の
開

会
の
あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、
議

長
に
杉
山
廣
子
（
浦
上
東
）
さ

ん
と
渡
辺
克
子
（
大
村
支
部
）

さ
ん
を
選
出
し
た
後
、
金
子
執

行
委
員
長
・
荒
木
会
長
の
あ
い

さ
つ
と
続
き
ま
し
た
。

茅
原
副
会
長
の
経
過
報
告
の

後
、
荒
木
会
長
よ
り
活
動
方
針

が
提
案
さ
れ
、
全
員
の
拍
手
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
年
度
の
役
員
に
つ

い
て
は
、
県
北
代
表
で
事
務
局

長
を
さ
れ
て
い
た
、
茅
原
副
会

長
が
勇
退
さ
れ
、
新
た
に
佐
世

保
中
央
支
部
の
金
子
嘉
子
さ
ん

が
副
会
長
に
、
事
務
局
長
に
は
、

西
彼
支
部
の
岡
崎
副
会
長
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。
茅
原
副
会
長

の
、
長
年
の
功
績
を
称
え
、
荒

木
会
長
よ
り
花
束
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。
最
後
は
、
里
副
会
長

の
閉
会
の
あ
い
さ
つ
で
終
了
。

午
後
か
ら
は
、
長
建
国
保
の

山
口
保
健
師
の
「
あ
な
た
と
あ

な
た
の
大
切
な
人
の
未
来
の
た

め
に
」
と
、
光
源
寺
の
楠
住
職

に
よ
る
「
夏
は
暑
か
と
そ
い
で

よ
か
と
」
の
お
二
人
の
公
演
が

引
き
続
き
あ
り
ま
し
た
。

山
口
保
健
師
か
ら
は
、
ま
ず

腹
囲
の
測
り
方
か
ら
指
導
を
う

け
、
続
い
て
メ
タ
ボ
の
予
防
法

を
詳
し
く
説
明
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

楠
住
職
に
は
、「
産
女
の

幽
霊
」
の
民
話
を
交
え
な
が

ら
、
親
子
の
情
愛
や
き
ず
な

に
つ
い
て
心
に
染
み
る
講
演

を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
住
職

の
説
法
に
習
い
、
当
た
り
前

の
事
が
ど
れ
ほ
ど
あ
り
が
た

い
こ
と
か
、
お
か
げ
さ
ま
と

常
に
感
謝
し
、
夫
を
立
て
な

が
ら
し
っ
か
り
と
し
た
家
庭
を

築
い
て
い
き
た
い
と
深
く
思
っ

た
一
日
で
し
た
。
講
演
の
終
了

間
際
に
、
皆
で
「
朝
は
ど
こ
か

ら
」
を
大
合
唱
し
、
二
十
年
度

主
婦
会
の
す
ば
ら
し
い
ス
タ
ー

ト
の
日
と
な
り
ま
し
た
。

締
め
は
、
荒
木
会
長
の
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ウ
の
音
頭
で
盛
会
裡
に

終
了
し
ま
し
た
。

六
月
二
十
五
日
�
午
後
七
時

か
ら
、
時
津
町
北
部
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
、
青
年
部

大
会
が
、
全
体
一
〇
九
名
の
参

加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
あ
い
さ
つ
の
後
、「
建

設
長
崎
職
人
太
鼓
」
に
よ
る
演

奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
馬
渡
青
年
部
長
が

青
年
部
を
代
表
し
て
挨
拶
、
続

い
て
、
建
設
長
崎
本
部
を
代
表

し
て
、
金
子
執
行
委
員
長
よ
り

「
建
設
業
界
の
現
状
は
厳
し
く
、

特
に
若
い
青
年
層
の
雇
用
環

境
・
就
労
環
境
は
改
善
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
が
多

く
、『
仲
間
と
共
に
広
げ
よ
う

匠
の
技
術
』
を
新
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
し
て
、
青
年
層
組
合
員
が
組

合
運
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て

も
ら
い
た
い
。」
と
挨
拶
を
の

べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
議
案
審
議
に
入
り
、

十
九
年
度
活
動
経
過
報
告
・
二

十
年
度
活
動
方
針
案
に
つ
い
て
、

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

前
向
き
に
取
り
組
む
支
部
に

対
し
て
、
そ
の
取
り
組
み
内
容

や
取
り
組
む
き
っ
か
け
と
な
っ

た
事
柄
に
つ
い
て
な
ど
、
活
発

な
質
問
が
な
さ
れ
十
分
に
意
見

交
換
が
行
な
わ
れ
た
大
会
と
な

り
ま
し
た
。

新
役
員
に
つ
い
て
は
青
年
部

長
、
副
部
長
、
事
務
局
長
と
、

五
名
中
四
名
が
新
任
と
な
り
ま

し
た
。

最
後
に
、
決
定
さ
れ
た
方
針

に
基
づ
い
て
、
本
部
・
支
部
と

も
青
年
部
の
活
動
は
勿
論
の
こ

と
、
組
合
の
活
動
に
も
積
極
的

に
参
加
し
、
青
年
層
仲
間
の
交

流
な
ど
、
様
々
な
部
分
で
切
磋

琢
磨
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
、

団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
締
め
く
く

り
ま
し
た
。

《
平
成
二
十
年
度
三
役
》

部

長

北
村

亮
樹

新
任

副
部
長

砂
川
健
二
郎

新
任

副
部
長

木
之
田
亮
二

留
任

副
部
長

鴨
川

浩
樹

新
任

事
務
局
長

本
田

勇

新
任

協
会
は
、
社
会
貢
献
活
動
の

一
つ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
六

月
十
八
日
�
に
長
崎
県
と
防
災

協
定
を
締
結
致
し
ま
し
た
。

調
印
式
に
は
、
協
会
側
か
ら

計
十
一
人
が
出
席
し
、
金
子
会

長
が
代
表
し
て
、「
い
つ
何
処

で
地
震
等
が
起
こ
る
か
分
か
ら

な
い
。
実
際
に
災
害
が
発
生
し

た
場
合
に
組
織
的
に
支
援
が
出

来
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で

行
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
ら
れ

ま
し
た
。

こ
の
防
災
協
定
は
、
震
度
５

弱
以
上
の
大
地
震
な
ど
大
規
模

災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、
県

が
管
理
す
る
公
共
施
設
の
緊
急

復
旧
作
業
な
ど
を
組
織
的
に
行

う
こ
と
が
主
な
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。

但
し
、
今
後
は
、
こ
の
本
庁

締
結
を
基
に
、
土
木
事
務
所
や

振
興
局
な
ど
各
地
域
に
あ
る
出

先
機
関
と
各
々
協
定
を
締
結
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

官
公
需
業
者
会
会
員
を
中
心
と

し
て
、
準
備
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

本
県
の
自
治
体
は
、
三
位
一

体
の
改
革
に
よ
る
地
方
交
付
税

の
削
減
な
ど
で
、
大
変
厳
し
い

財
政
状
況
で
す
。
こ
の
た
め
、

公
共
工
事
は
年
々
、
発
注
件

数
・
金
額
と
も
に
減
少
し
続
け

て
い
る
情
勢
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
特
に
長
崎
市
に
お
い

て
は
、
発
注
の
公
平
性
・
透
明

性
を
図
る
観
点
か
ら
、
現
在
九

九
％
以
上
が
電
子
入
札
に
よ
る

と
こ
ろ
と
な
り
、
業
者
会
加
入

の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
等
し
く

受
注
さ
れ
て
い
る
の
が
実
態
だ

と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
設
立
当
初
は
、

当
会
の
活
動
目
的
を
公
共
工
事

受
注
拡
大
と
限
定
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に

あ
っ
て
は
、
民
間
工

事
に
お
い
て
も
受
注

の
機
会
拡
大
を
図
る

べ
く
活
動
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、

民
間
工
事
受
注
の
機

会
拡
大
を
図
る
こ
と

と
活
動
目
的
を
拡
大

す
る
場
合
、
対
外
的

に
本
会
名
称
が
「
長

崎
官
公
需
業
者
会
」

で
あ
る
と
す
る
と

「
業
者
会
」
と
い
う
名
称
か
ら
、

施
主
の
側
か
ら
見
れ
ば
、
公
共

工
事
を
さ
れ
て
る
人
だ
か
ら
安

心
と
プ
ラ
ス
に
捉
え
ら
れ
る
方

と
、
公
共
工
事
専
門
の
方
々
な

の
で
は
な
い
か
と
マ
イ
ナ
ス
に

捉
え
ら
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
機
会
に
「
よ

り
地
域
住
民
の
方
々
に
親
し
み

や
す
い
名
称
」
に
変
更
す
べ
く
、

こ
の
度
「
長
崎
官
公
需
業
者

会
」
か
ら
「
A
c
e

i
t

N
a
g
a
s
a
k
i
〜
最
高
の

成
果
を
あ
げ
る
た
め
に
〜
」
と

い
う
名
称
に
改
名
致
し
ま
し
た
。

今
後
共
、
よ
り
一
層
信
頼
さ

れ
る
諸
活
動
を
通
し
て
、
地
域

に
密
着
し
、精
進
し
て
参
り
ま
す
。

１０９名の参加で開催
活発な意見交換

新部長に北村亮樹さん、馬渡鉄洋さん勇退

７・１主婦会総会

�長崎県中小建設業協会

長崎官公需業者会が会名変更

�
長
崎
県
中
小
建
設
業
協
会

長
崎
県
と
防
災
協
定
を
締
結

大
規
模
災
害
に
お
け
る
緊
急
復
旧
作
業
の
支
援

青年部
大 会

�
光
源
寺
の
楠
住
職

山
口
保
健
師
（
中
央
）
が
腹
囲
の

測
り
方
を
指
導

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５１７号 ２�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２００８年（平成２０年）７月１５日発行



皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
県
議

会
は
今
、
本
会
議
の
真
っ
最
中
。

七
月
議
会
は
一
般
質
問
の
順

番
が
私
に
回
っ
て
来
て
い
ま
す
。

七
月
十
一
日
の
一
般
質
問
二
日

目
、
四
番
手
の
登
壇
と
な
り
ま

し
た
。

私
た
ち
の
今
一
番
の
関
心
事

を
ス
ト
レ
ー
ト
に
質
問
と
し
て

ぶ
つ
け
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

そ
の
一
、
小
学
校
や
中
学
校

の
耐
震
化
率
、
全
国
で
一
番
低

い
ん
で
す
。
四
十
七
番
目
。

「
市
立
・
町
立
の
学
校
へ
は
直

接
に
県
は
対
応
が
で
き
な
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
が
積
極
的
に

対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

の
、
判
で
押
し
た
よ
う
な
返
答

に
終
始
し
ま
す
。

そ
の
二
、
県
庁
舎
の
建
て
替

え
問
題
。

県
都
の
耐
震
化
の
観
点
よ
り
、

学
校
耐
震
工
事
が
先
決
で
、
そ

の
後
に
県
庁
舎
は
あ
る
こ
と
を

再
度
指
摘
。
建
て
る
場
合
は
県

の
経
済
浮
揚
の
た
め
に
、
地
元

建
設
業
者
が
受
注
で
き
る
方
策

を
取
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
三
、
高
齢
者
に
対
す
る

基
本
姿
勢
に
つ
い
て
。

介
護
保
険
や
後
期
高
齢
者
問

題
に
つ
い
て
、
様
々
な
問
題
点

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
が
、

対
応
に
つ
い
て
指
摘
し
確
認
を

求
め
ま
し
た
。
厚
生
・
労
働
省

か
ら
み
の
問
題
は
、
ほ
と
ん
ど

が
ト
ン
ネ
ル
予
算
で
、
県
独
自

の
対
応
は
す
ご
く
重
い
で
す
。

そ
の
四
、
漁
船
な
ど
の
燃
料

油
の
高
騰
問
題
に
つ
い
て
。

漁
船
が
動
け
な
い
、
魚
が
取

れ
な
い
、
食
卓
か
ら
魚
が
い
な

く
な
る
。
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
、

ト
ラ
ッ
ク
業
界
、
船
舶
運
輸
、

ハ
ウ
ス
農
家
、
み
ん
な
困
っ
て

い
ま
す
。
抜
本
的
な
対
策
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

県
は
、
知
事
を
本
部
長
に
燃

油
価
格
高
騰
問
題
対
策
本
部
を

七
月
十
四
日
に
立
ち
上
げ
、
早

速
活
動
を
進
め
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

六
月
二
十
日
よ
り
二
十
二
日
の

三
日
間
業
者
会
旅
行
と
業
者
会
総

会
を
沖
縄
の
地
で
行
い
ま
し
た
。

梅
雨
ま
っ
た
だ
中
の
二
十
日
、
今

に
も
雨
が
降
り
出
し
そ
う
な
空
模

様
で
し
た
。
業
者
会
メ
ン
バ
ー
三

十
社
、
内
参
加
者
十
八
社
、
総
勢

二
十
一
人
で
の
出
発
と
な
り
ま
し

た
。
福
岡
空
港
よ
り
那
覇
空
港
へ

一
っ
飛
び
。
様
子
が
一
変
し
ま
す
。

カ
ラ
ッ
と
晴
れ
た
夏
空
の
中
米
軍

機
と
自
衛
隊
機
ば
か
り
の
中
に
降

り
立
っ
た
感
じ
で
し
た
。

ロ
ビ
ー
に
出
る
と
ガ
イ
ド
さ
ん

が
佐
世
保
官
公
需
業
者
会
の
旗
を

持
っ
て
出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
沖
縄
、
首
里
城
よ
り
ひ

め
ゆ
り
の
塔
ま
で
の
三
日
間
の
楽

し
い
旅
が
始
ま
り
ま
し
た
。
尚
、

こ
の
旅
行
に
よ
っ
て
、
業
者
会
の

結
束
と
お
互
い
の
信
頼
が
深
ま
っ

た
こ
と
は
、
大
き
な
成
果
だ
っ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。（
西
野

勉
）

六
月
二
十
三
日
、
佐
世
保
官

公
需
業
者
会
は
石
岳
動
植
物
園

で
再
度
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
し
ま
し
た
。
ヤ
ギ
の
餌
場
造

り
で
す
。
会
員
三
十
社
の
内
二

十
社
参
加
と
な
っ
た
活
動
で
し

た
。
参
加
者
の
大
半
は
、
前
日

ま
で
沖
縄
旅
行
に
行
っ
た
メ
ン

バ
ー
で
す
。
休
み
明
け
の
忙
し

い
月
曜
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
参

加
で
す
。
早
速
、
旅
行
で
の
信

頼
と
一
体
感
が
強
ま
っ
た
結
果

の
現
れ
で
し
た
。

餌
場
は
三
メ
ー
ト
ル
の
高
さ

に
ヤ
ギ
を
上
ら
せ
る
と
い
う
も

の
で
し
た
。
へ
ー
、
ヤ
ギ
っ
て

高
い
と
こ
ろ
に
上
る
ん
だ
。
と

思
っ
た
の
は
私
だ
け
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
？

作
業
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
収
録
の

中
、
業
者
会
を
主
体
と
し
て
、

他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
園
、
と

の
共
同
に
よ
り
無
事
終
了
と
な

り
ま
し
た
。

（
西
野

勉
）

上
半
期

の
最
後
の

週
末
、
梅

雨
真
っ
只
中
の
六
月
二
十
八
日

�
か
ら
二
十
九
日
�
に
か
け
て

中
央
支
部
で
は
毎
年
恒
例
の
支

部
旅
行
を
組
合
員
・
主
婦
会
二

十
三
名
の
参
加
で
開
催
。

今
年
の
行
き
先
は
豊
後
水
道

を
渡
り
松
山
の
道
後
温
泉
へ

行
っ
て
き
ま
し
た
。

一
日
目
、
出
発
間
も
な
く
カ

ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
と
な
っ
た
バ

ス
を
、
予
定
外
の
ト
イ
レ
休
憩

を
何
度
か
挟
み
な
が
ら
臼
杵
港

へ
。
無
事
に
フ
ェ
リ
ー
へ
乗
船

し
、
約
二
時
間
弱
の
船
旅
を
の

ん
び
り
過
ご
し
、
や
っ
と
四
国

へ
足
を
踏
み
入
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ホ
テ
ル
へ
到
着
後

夕
食
ま
で
の
自
由
時
間
を
利
用

し
て
道
後
温
泉
本
館
や
カ
ラ
ク

リ
時
計
、
坊
ち
ゃ
ん
列
車
等
の

見
学
と
商
店
街
で
の
買
い
物
を

楽
し
み
ま
し
た
。

二
日
目
、
主
婦
会
の
皆
さ
ん

が
楽
し
み
に
し
て
い
た
伊
予
か

す
り
会
館
で
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

を
済
ま
せ
、
フ
ェ
リ
ー
で
山
口

県
の
柳
井
へ
移
動
。
到
着
後
、

食
事
を
と
り
、
地
元
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
引
率
で
、
柳
井
市
内

の
白
壁
の
町
並
み
や
、
湘
江
庵

（
柳
と
井
戸
）
や
甘
露
醤
油
資

料
館
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

特
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
国
森
家
（
江
戸
時

代
中
期
に
建
て
ら
れ
た
入
母
屋

型
の
屋
根
を
持
つ
、
白
漆
喰
の

土
蔵
二
階
建
の
庄
屋
）
で
は
、

時
折
ガ
イ
ド
さ
ん
に
建
物
の
構

造
に
対
す
る
説
明
を
付
け
加
え

な
が
ら
熱
心
に
見
学
。

毎
年
、
梅
雨
時
期
の
開
催
で
、

天
気
の
心
配
が
欠
か
せ
な
い
支

部
旅
行
で
す
が
、
参
加
者
の
日

頃
の
行
い
が
良
い
の
で
し
ょ
う

か
、
道
中
は
強
雨
に
遭
い
な
が

ら
も
観
光
先
で
は
雨
脚
も
弱

ま
っ
て
、
観
光
日
和
で
し
た
。

最
後
に
仕
事
不
足
で
厳
し
い

中
、
財
布
の
紐
を
少
し
緩
め
て

ご
参
加
頂
き
ま
し
た
皆
さ
ん
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
全

員
無
事
で
楽
し
く
過
ご
せ
た
こ

と
が
何
よ
り
で
し
た
。（
大
賀
）

佐佐
世世
保保
官官
公公
需需
業業
者者
会会

総
会
＆
研
修
旅
行

総
勢
２１
人
で
沖
縄
へ

ボランティアボボラランンテティィアア
活動活活動動
ＴＶ局も取材

石岳動植物園で
ヤギ餌場作り

組合特別健診

４０歳～７４歳

受診医療機関
に直接予約

予約した日に
受診

８００円

県内１９医療機
関※１

特定健診

４０歳～７４歳

受診医療機関
に直接予約

予約した日に
受診

無 料

県内７７８医療
機関※１

人間ドック

一泊コース４０歳以上
日帰りコース３５歳以上

各支部にて
受付

指定された
日にちに受診

一泊コース１５，０００円
日帰りコース６，０００円

県内１０医療機関※１

対 象 者

申込み方法

受 診 方 法

料 金
（自己負担）

実 施 機 関

組合特別健診
○
○
○
○
△
○
△
△
○

特定健診
○
○
○
○
△
○
△
△

人間ドック
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

診 察
脂 質
肝 機 能
代 謝 系
血 液 一 般

尿
心 機 能
眼 底 検 査
呼吸機能（胸部Ｘ線等）
循 環 器 検 査
膵 機 能 検 査
腎 機 能 検 査
腹 部 超 音 波
聴 力 検 査
乳がん・子宮がん（女性）

県
議
会
だ
よ
り

１２

中

央

支

部

旅

行

足足をを延延ばばししてて道道後後温温泉泉へへ
重重要要文文化化財財でではは逆逆ガガイイドドもも

長
崎
県
議
会
議
員

金
子
三
智
郎

人間ドック・特定健診・組合特別健診の比較
平成２０年７月７日現在

※ 年齢が４０歳以上の対象者（組合員・家族）に受診券をお送りしています。（但
し、長建国保加入が１年未満及び、生年月日が昭和９年３月３１日以前と、
昭和４４年４月１日以降の方は対象外です。）

※１ 実施医療機関については、開始時にお渡しした実施要領に添付の一覧表
をご覧下さい。

健診内容の比較

※ ○は実施、△は医師の判断により実施します。
※ 人間ドックの場合それぞれの項目の実施内容は医療機関により異なること

があります。
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※処分も受賜ります�
まずは�
お電話を�

質屋許可有�

建築・土木資材、道具、工具、�
家財道具、車、農機具の買い取り・販売�
　　（中古・新品）�

お買い得情報�

中古�

〃�

〃�

〃�

〃�

�

200V　ホイストクレーン�

100型枠用台付丸のこ�

サポート各種�

大入ルータ�

手動鉄筋カッター�

中古�

〃�

〃�

〃�

新品�

�

電気カンナ�

プレート�

1.5尺手動グラインダー�

発電機�

14.4V　インパクト（日立）�

国道204号線（マルキョウ大野店駐車場前）�

左石�
親和銀行�
大野支店�

西肥バス�
大野営業所�

大野�

マルキョウ大野店�ほっかほっか亭�
至
柚
木�

至佐世保市街�
至平戸

�

ココ�

生きる気持ちに、本気で応える�
新登場�

「生きる」を支える�
プログラム�プレミアサポート�

トータルケアプラン300S/200S/140S、バリュープランS2倍以
上のプランにご契約の場合にご利用いただけます。このサービ
スは株式会社法研が提供するサービスです（がん保険フォルテ
の保障の一部ではありません）。�

初�日�本�
被保険者が「がん」と診断された場合に、が
ん患者専門家カウンセラーが訪問し、面談で
カウンセリングを行なう提携会社のサービスを
無償（初回のみ）でご利用できるようにしたこ
とは、日本で初めての試みです。�

安心�
１�

安心�
2

安心�
3

2年目以降のサポート！�
がん診断時、一時金100万円に加えて�

ライフサポート�

年金25万円×4年間�
� 再発してもしなくても�

＊トータルケアプラン200S/生存されている場合� ＊トータルケアプラン200Sの場合�

入院はもちろん通院も�

しっかりサポートします！�

日額１万円�＊�

募集代理店

引受保険会社

匠匠
のの
技技
とと
世世
界界
遺遺
産産
をを
たた
ずず
ねね
てて

東
長
崎
支
部
青
年
部
は
本
田

青
年
部
長
始
め
総
勢
十
二
名
で

六
月
二
十
九
日
〜
七
月
一
日
ま

で
二
泊
三
日
の
研
修
旅
行
を
行

い
ま
し
た
。
出
発
日
の
二
十
九

日
は
大
雨
警
報
が
出
て
い
ま
し

た
が
、
青
年
部
の
バ
ス
の
中
で

の
勢
い
に
負
け
て
か
由
布
院
あ

た
り
で
は
雨
も
上
が
り
愛
媛
県

の
内
子
町
、
石
手
寺
の
見
学
は

汗
ば
む
ほ
ど
で
、
宿
泊
地
の
道

後
温
泉
本
館
の
坊
ち
ゃ
ん
湯
で

疲
れ
を
癒
し
、
懇
親
会
で
盛
り

上
が
り
初
日
を
終
了
。

二
日
目
は
松
山
城
に
登
城
。

平
成
十
八
年
に
は
保
存
修
理
も

終
え
て
お
り
、
屋
根
瓦
の
漆
喰

塗
り
替
え
な
ど
現
代
の
職
人
の

技
に
『
い
い
仕
事
を
し
て
ま
す

な
ー
』、
と
感
心
し
き
り
。

そ
れ
か
ら
し
ま
な
み
海
道
を

通
り
、
広
島
県
・
呉
市
の
大
和

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
、
て
つ
の
く

じ
ら
館
へ
直
行
。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
戦
艦

「
大
和
」
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
が
十

分
の
一
の
全
長
二
十
六
・
三

メ
ー
ト
ル
の
長
さ
で
詳
細
に
再

現
さ
れ
て
お
り
圧
巻
で
す
。
展

示
室
に
は
設
計
図
や
戦
時
中
の

資
料
等
も
あ
り
平
和
の
大
切
さ

や
、
科
学
技
術
の
す
ば
ら
し
さ

を
実
感
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

二
日
目
の
夜
は
広
島
名
物
の
お

好
み
焼
き
。
広
島
名
物
を
堪
能
。

イ
ヤ
ー
美
味
か
っ
た
ー
。

い
よ
い
よ
最
終
日
、
世
界
遺

産
を
訪
ね
ま
す
。
宮
島
口
か
ら

乗
船
約
十
分
で
宮
島
に
上
陸
、

神
様
の
使
い
と
い
わ
れ
る
鹿
は

ち
ら
ほ
ら
、
ま
だ
山
か
ら
下
り

て
来
な
い
様
子
、
身
を
清
め
厳

島
神
社
に
参
拝
、
お
願
い
事
も

済
ま
せ
て
廻
廊
を
一
巡
。
歴
代

八
代
目
の
大
鳥
居
を
バ
ッ
ク
に

ハ
イ
、
チ
ー
ズ
。

宮
島
を
後
に
最
後
の
目
的
地

山
口
県
の
「
錦
帯
橋
」
へ
、
五

十
年
ぶ
り
の
架
け
替
え
も
、
平

成
十
三
年
か
ら
三
ヵ
年
か
け
て

行
わ
れ
、
木
材
も
国
産
材
の

「
檜
・
欅
・
松
・
ひ
ば
・
栗
・

樫
」
な
ど
四
一
〇
、
八
�
を
調

達
し
、
江
戸
時
代
の
工
法
が
今

に
受
け
継
が
れ
「
平
成
の
架
け

替
え
」
が
見
事
完

成
し
て
お
り
、
見

る
物
す
べ
て
が
目

を
見
張
る
も
の
ば

か
り
で
し
た
。

今
回
の
研
修
旅

行
は
天
気
に
も
恵

ま
れ
、
部
員
間
の

親
睦
と
友
愛
の
絆

が
一
段
と
深
ま
っ

た
素
晴
し
い
旅
行

で
し
た
。

（
牧
島
貢
）

西
彼
支
部
時
津
連
合
分
会
で

は
、
六
月
二
十
八
日
�
か
ら
一

泊
二
日
で
旅
行
会
を
開
催
。

今
回
の
参
加
者
は
三
十
二
名
。

雨
が
降
る
中
、
最
初
の
目
的
地

を
目
指
し
出
発
。

飯
塚
市
に
あ
る
「
旧
伊
藤
伝

右
衛
門
邸
」
は
筑
豊
の
炭
鉱
王

の
功
績
を
伝
え
る
文
化
遺
産
で
、

そ
の
広
大
な
敷
地
に
造
ら
れ
た

建
物
、
庭
園
を
皆
さ
ん
熱
心
に

見
学
。

ま
た
、
築
城
四
百
年
を
迎
え

た
熊
本
城
で
は
、
職
人
さ
ん
ら

し
く
大
改
修
を
終
え
復
元
さ
れ

た
本
丸
御
殿
や
、
改
修
工
事
の

工
程
を
ビ
デ
オ
で
熱
心
に
観
察

し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ホ
テ
ル
で
の
懇
親

会
で
は
、
大
い
に
盛
り
上
が
る

中
お
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
お
互

い
に
親
睦
を
深
め
合
い
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
天
草
観
光
へ
。

歴
史
民
俗
資
料
館
、
天
草
五
橋

な
ど
を
見
学
し
た
り
、
お
土
産

を
買
っ
た
り
と
楽
し
い
一
時
を

過
ご
し
た
後
、
フ
ェ
リ
ー
を
利

用
し
て
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

（
井
手
保
）

西
彼
支
部
長
与
連
合
分
会
で

は
、
六
月
二
十
二
日
�
に
日
帰

り
旅
行
を
行
い
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
天
気
の
中
、
三

十
八
名
が
参
加
し
、
福
岡
方
面

へ
と
出
発
し
ま
し
た
。

バ
ス
の
中
は
、
出
発
に
あ
わ

せ
て
乾
杯
が
は
じ
ま
り
、
皆
さ

ん
の
会
話
や
笑
い
声
で
賑
わ
い

を
み
せ
る
中
、
目
的
地
の
「
太

宰
府
天
満
宮
」
へ
到
着
。

皆
さ
ん
、
参
拝
を
し
た
り
、

名
物
の
梅
が
枝
餅
を
食
べ
た
り

と
各
々
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
園

で
の
昼
食
で
は
、
ビ
ー
ル
で
喉

を
潤
し
な
が
ら
、
ジ
ン
ギ
ス
カ

ン
を
お
い
し
く
頂
い
た
後
、
久

山
温
泉
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

温
泉
で
は
、
日
頃
の
疲
れ
を

癒
し
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
し

た
一
時
を
楽
し
み
、
皆
さ
ん
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
な
か
、
お
土

産
を
手
に
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

（
山
口
政
好
）

九州支部
〒８１２‐００１１
福岡市博多区博多駅前１‐４‐４ JPR博多ビル

� 0120-191-455
受付時間
平日 午前９：００～午後５：３０
（なお土・日・祝日はお休みさせてい
ただきます）

アフラック
（アメリカンファミリー生命保険会社）
福岡東支社
〒８１２‐００１８ 福岡市博多区住吉１‐２‐２５
キャナルシティ・ビジネスセンタービル１０階
TEL ０９２‐２８１‐６７１６
URL http://www.aflac.co.jp

生活サポート館
佐世保市瀬戸越４－７－１６
TEL・FAX（０９５６）４９－３３２１

営業時間
AM１０：００～PM１８：００
日曜日の営業は

PM１６：００まで
定休日

第１・第３・第５日曜日

部支彼西

部支彼西

東
長
崎
支
部

ＡＦ１０４‐２００８‐００２０ １月３０日

時時津津連連合合分分会会
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「生きる」ためのがん保険、新登場�

長長与与連連合合分分会会

「がん」は不治の病から治る時代へ
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※詳しくはパンフレットをご覧ください。

厳島神社大鳥居前で「チーズ」“かっこ良いでしょう”青青
年年
部部
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